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＜週間連絡＞

· 11／13（月）・14（火）・15（水）インフルエンザ予防接種　職員対象

· 　／13（月）～14（火）庭田　智樹様　外泊訓練（14日17：00帰院予定）

· 　／13（月）～15（水）清水　徹様　外泊（15日14：00帰院予定）

· 　／14（火）皮膚科診察

· 　／15（水）インフルエンザ予防接種　西病棟患者様対象

· 　　　　　　断酒会（19：00～）

· 　／15（水）～19（日）島川　貴仁様　外泊予定（19日16：00帰院予定）

· 　／16（木）コップ漂白

· 　／16（木）晴山　長司様　皮膚科診察（北病棟にて）

· 　／16（木）小坂Ｄｒ勉強会「逸脱性行動者への対応について」

＜患者様連絡事項＞

・庭田　智樹様～　11月12日の準夜帯にて、「13日からの外泊時に酒歴発表のレポートを書こうと思うのだが、書いていいのかどうか迷っている事があって。」と本人が話されていたため、スタッフ伺うと「以前勤めていた会社の社長に強い殺意があり、自分自身の手で殺そうと考えた事がある。今でも時々考え事をしてると、社長、死ね、死ねとつぶやいている事がある」と話されています。スタッフ側の対応として殺害は犯罪行為であり、行ってはいけない事と説明しています。本人は「そうなんだよね。思い出すけど、社長が許せなくて。この思いが消える薬はないですか？」と話されています。その後そのような訴えは無く休まれています。13日の外泊の出棟前に、迎えに来られた母様に昨日の殺意の件について説明しています。その後本人、母様、病棟スタッフと話し合いをしています。本人が話された「以前の職場の社長に対する殺意」についてですが、母様もこの件に関しては覚えていると話されています。本人の話によれば、18年間一緒に仕事をしてきた職場の社長に裏切られた事で殺意を抱き、家族にその社長を殺害すると予告をしたため、妹様が本人の所に駆けつけた事があると話されています。その際に本人が痙攣発作を起こし病院へ搬送された事もあると話されています。また当院入院後もその考えは絶えず持ち続けており、一度考えてしまうと何も手につかなくなり、その事ばかりを考えてしまっていたと話されています。今までこの事を誰かに伝えていいものか、アルコール依存症治療プログラムの内観の時も書いていいものか迷い、結局書かなかったと話されています。また母様の話によると本人がアルコールによる幻覚妄想状態の時、母様も殺そうとした事があると話されています。この事は本人は全く覚えていないそうです。スタッフ側の対応としては庭田様のアルコール依存症治療プログラムは11月20日で終了ですが、本人の言葉に対しては、考えている事を言語化できた事を評価した上で、今後の本人の言動に対しての関わり方を周知徹底していきましょう。またこれまでの経緯を主治医に情報提供していきましょう。

· 加賀谷　芙美子様～　本日11：00療養環境変更のため、北病棟に転出となっています。

　　　　　　　　　　　家族へまだ連絡がついていないので、引き続き連絡して行きましょう。

· 山本　國太郎様～　11月23日でアルコール依存症治療プログラムが終了となり、11

　　　　　　　　　　月25日のＳＳＴに参加された後に退院予定となっています。その旨を家族に連絡したところ、26日であれば都合が良いと話されています。しかし当日の朝にならないと退院の時間が分からないと話されているため、26日の朝に家族が病院に連絡をされるとの事です。

· 晴山　長司様～　本日皮膚科診察を行っており、顔面の急性湿疹が軽減されているため

　　　　　　　　　デキサメサゾン（副腎皮質ステロイド）が13日　の夕より3Тから2

　　　　　　　　　Тに減薬となっています。16日に再度診察して頂く予定です。引き続き皮膚の観察を行っていきましょう。

・宮本　健蔵様～　鼻出血が続いており、主治医へ報告し14日に定期採血を行うようにとの指示があります。佐々木みね様と実施日を交換しています。

・佐々木　康子様～　北病棟への転棟について家族へ連絡した所、以前離院された事を気にされており、家族間で相談した後、16日に再度連絡を頂く予定となっています。転棟について家族が難色を示している事を主治医へ報告しています。それでも理解を得られない場合は、16日以降こちらで家族へ連絡し、主治医が家族との面談を設定されるとの事です。

＜田名部Ｄｒ診察状況＞

・島川　貴仁様～　外泊状況について、週に2～3泊のペースで外泊されており、引越しの整理に追われているとの事で、あまり無理せずに行うよう説明しています。また退院日は11月25日の予定です。あとは来年度までに復職に向けて体調を整えていくよう説明しています。臨時薬は継続処方となっています。

・伊藤　義彦様～　朝離床時に背部痛を訴えており、アスモロール（湿布薬）処方となっています。外出泊の件について、家族へ連絡した所母様は「私にそんな事言われてもしょうがない」と話されており、兄様に説明した所「今は仕事が忙しい」と話されていますが、今週の土曜日が休みになる予定と話しており、木曜日か金曜日に休みかどうか分かり次第病院へ連絡をするとの事です。
・佐藤　節子様～　外泊の件や青山荘入所の際の保護者の件で、姉様に連絡した所断られた事による気分の落ち込み見られています。また同室者に対する不満も話されており「爆弾を抱えている気持ち」と自ら今の気持ちを言語化する事出来ています。主治医診察の際もイライラ感を訴えていますが自分でも調子を崩す原因は分かっており、その際に気分をコントロールしていく必要性も理解しているため、青山荘入所の目標はそのままにして、引き続き外出訓練を継続していく事を説明しています。スタッフ側でも、本人が不満・不安を訴えてきたら傾聴し、気持ちを言語化出来た事を評価して関わっていきましょう。
・本多　富美様～　最近の精神状態については「気分変動はない」と話されています。本人の今後の希望として「外泊訓練をして行く事」と話されていますが、母様が忙しいとの事でなかなか実現できない状態です。今後病院側としても、退院の「目標」として病棟内での日常の過ごし方などについて、スタッフと話し合っていく予定である事を伝えています。本人も了解しています。
・清水　栄子様～　外泊訓練に関して、本人は退院後は群馬での生活が拠点となるため、実家で外泊訓練をしても意味がないと話されています。主治医より外泊訓練の目的として、院外に出て飲酒要求が出てきた場合にどのように対処するか、また退院後すぐに群馬に行くわけではなく、実家で休養するのが目的である事説明しています。しかし本人は「うじうじしてもしょうがないし、だからと言って何をすればいいかわからない」とも話されています。今後も本人から不安・不満の訴えがあったら傾聴していきましょう。

